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有 明 海 よ り 西 側 ， 西 九 州 に お い て は 縄 文 時 代 前 期 の 遺 跡 の 分 布 下 限 高 度 が ，
西 の 五 島 列 島 で ， - １ ～ - ２ ｍ ， 大 村 湾 南 部 Ｏ ｍ ， 諌 早 湾 ＋ ３ ｍ ， 玉 名 平 野 ＋ ５ ｍ と 西
に 低 く 東 に 高 い こ と が 知 ら れ て い る ． こ れ は ， 東 シ ナ 海 側 の 相 対 的 沈 降 と 九 州

本 土 側 の 隆 起 の 結 果 と 予 想 さ れ る ． こ れ を 証 明 す る た め に ． 東 西 に 西 九 州 一
東 シ ナ 海 を 縦 断 す る 北 緯 ３ ３ 度 線 に 沿 っ て ， 完 新 世 の 相 対 的 海 水 準 変 動 を 明 ら
か に し た ． 調 査 地 域 と し て 線 上 の 五 島 列 島 福 江 島 ， 野 母 崎 ， 大 村 湾 ， 諌 早 湾 ，
玉 名 平 野 を 選 定 し ， 各 地 の 沖 積 層 の コ ア サ ン プ リ ン グ ， そ の 珪 藻 ・ 硫 黄 分 析 ，

貝 化 石 の １ ４ Ｃ 年 代 測 定 に よ り ， 過 去 １ 万 年 間 の 海 水 準 変 化 曲 線 を 描 い た ．
その結果，ｊ５；５００-４０００年前の海面高度は，福江で-２．０ｍ（Ｎａｇａｏｋａじｒ

元に９９６；長岡ほか，１９９７），野母崎-０．４ｍ（Ｙｏｋｏｙａｍａ訂ａ仁１．９９６），大

村湾伊木力士Ｏｍ（長岡ほか，１９９５），大村湾津水＋０．５ｍ（Ｙｏｋｏｙａｍａｅｒ
ｊ７払１９９６；長岡，１９９７），諌早湾森山＋０．９ｍ（Ｙｏｋｏｙａｍａ琵❹．，１９９６），玉

名＋２，０ｍ（長岡ほか，１９９７）となり（Ｆｉｇ．１），遺跡の分布下限高度の傾向と
一致する東高西低の傾動運動が得られた（Ｙｏｋｏｙａｍａｅｒ❹．，１９９６）．これは，

Ｎａｋａｄａ，ｅ柚７・（１９９１）および中田ほか（１９９４）で求められたハイドロアイソ

ス タ シ ー の 計 算 結 果 と ほ ぼ 一 致 して い る （ Ｙ ｏ ｋ ｏ ｙ ａ ｍ ａ 訂 ❹ ． ， １ ９ ９ ６ ） ． す な わ
ち ， 後 氷 期 の 海 水 量 の 増 加 と 海 面 上 昇 に よ る 荷 重 効 果 で ， 海 水 の 荷 重 で 海 側 リ
ソ ス フ ェ ア が 沈 降 ， 海 側 か ら の ア セ ノ ス フ ェ ア の 押 し 出 し に よ る 陸 側 の 隆 起 が
生じていると解釈される（Ｙｏｋｏｙａｍａｅｒ❹．，１９９６）．しかし，このハイドロ
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ア イ ソ ス タ シ ー は 海 面 が 低 下 す る 氷 期 に は 逆 に 働 く の で ， そ の 地 殻 変 動 量 に 累
積 性 は な く ， １ ０ 万 年 以 上 の レン ジ で は 相 殺 さ れて 士 Ｏ と な る ． 西 九 州 地 域 に は ，
海 成 段 丘 や 活 断 層 が 発 達 し な い こ と ， そ の リ ソ ス フ ェ ア は 大 陸 棚 を 介 し て ユ ー
ラ シ ア 大 陸 と 連 続 的 で あ る こ と か ら も ， こ の 地 域 の 第 四 紀 テ ク ト ニ ク ス は 安 定
的 と 推 定 さ れ る （ 長 岡 ， １ ９ ９ ７ ） ． こ れ は ， 典 型 的 な 火 山 性 島 弧 で あ る 南 九 州
と は 対 照 的 で ， 別 府 ・ 島 原 地 溝 に よ り 九 州 は 北 部 の 安 定 大 陸 的 地 域 と 南 部 の 活
動 的 島 弧 に 分 離 し て い る と 考 え ら れ る ． ま た ， 西 九 州 周 辺 で は ， ” 低 い 地 形 ”
で あ る 大 陸 棚 の 分 布 が 広 い こ と ， 中 新 世 以 来 ア ル カ リ 岩 質 火 成 活 動 が 間 欠 的 に
起 き て い る こ と ， さ ら に 本 発 表 で 示 し た よ う に ハ イ ド ロ ア イ ソ ス タ シ ー が 効 果
的 に 働 い て い る こ と な ど か ら ， こ の 地 域 の リ ソ ス フ ェ ア は 薄 く ， ア セ ノ ス フ ェ
ア は 熱 く 柔 ら か い と 予 想 さ れ る ． 今 後 は 実 際 の リ ソ ス フ ェ ア の 厚 さ や ア セ ノ ス
フ ェ ア の 粘 性 を 明 ら か に す る 必 要 か お る ．
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